
真名板氏館跡

元「医王山花蔵院」と称した/正面は山門



　　　　薬師如来とある



　　　　山門









　裏側から見る



前方が薬師堂



　　　　　　薬師堂/江戸時代前期





　　銅造伝薬師如来立像（鎌倉時代後期）/埼玉県文化財







　　　　この花蔵院は熊谷市の一乗院の末寺とあるが、一乗院はなんと以前諏訪木遺跡を調査した時に寄った真言宗智山派の寺院である



一乗院/熊谷市所在





平成17年に銅造伝薬師如来立像が埼玉県の文化財に指定されたのを機に薬師堂の改修と銅造伝薬師如来立像の収蔵庫が新設されたことが記されている





           真名板氏館跡の碑（真板で「まないた」と読むという/地名は真名板）



　　　　　　新渠之碑





　　　1275年建立の板石塔婆（高さ3.51ｍ）/行田市文化財



　　地名と古墳名の「真名板」は薬師堂と古墳の間に立つこの三メートル五〇もある「南無阿弥陀仏」の板碑から来ているとのこと





　　　　　さまざまな石造供養塔



　　　力石







　　　　真名板薬師堂の公孫樹（いちょう）/行田市文化財




